
第９２回メーデー ４地区で開催第９２回メーデー ４地区で開催

美馬地区メーデー

三好地区メーデー

当選を果たした阿佐勝彦議員

未解決組合の春闘勝利に向け
団結一本締め

民間大手部会田村部会長が激励あいさつ 各構成組織から６０人が参加

新居メーデー実行委員長があいさつ

徳島中央メーデーはWeb（YouTube）配信

阿南・那賀・海部地区メーデー

中
小
の
熱
意
を
成
果
に
結
び
付
け
よ
う

未
解
決
組
合
　

春
闘
勝
利
め
ざ
し
支
援
総
決
起
集
会
に
集
う

「今こそ心をひとつに！働く仲間の笑顔のために
　　  感謝と思いやりの絆をつなぎ
　　　　   希望あふれる未来を切り拓こう！」

メーデ
ー

スロー
ガン

【吉野川市議会議員選挙】

６月８日（火）
　　～９日（水）　女性のための連合全国一斉集中
　　　　　　　　労働相談ホットライン（連合徳島会議室）
６月２８日（月）　連合徳島２０２１年度地方委員会
　　　　　　　　　　　　　（徳島グランヴィリオホテル）
６月２８日（月）　NPO法人徳島労働安全衛生センター
　　　　　　　　第20回定期総会
　　　　　　　　　　　　　（徳島グランヴィリオホテル）

◎

◎

◎

　

第
92
回
徳
島
メ
ー
デ
ー
が
２

０
２
１
年
５
月
１
日
、
県
内
４

カ
所
で
開
催
さ
れ
た
。新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

に
対
応
す
る
た
め
、
各
会
場
共

に
対
策
を
講
じ
開
催
に
向
け
準

備
を
進
め
て
い
た
が
、
徳
島
ア

ラ
ー
ト
引
き
上
げ
に
よ
り
、
開

催
方
法
・
場
所
・
規
模
の
変
更

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

第
92
回
徳
島
中
央
メ
ー
デ
ー

は
初
め
て
Ｗ
ｅ
ｂ
（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
）で
の
配
信
と
し
、徳
島

県
労
働
福
祉
会
館
を
会
場
に
開

催
し
た
。

　

大
谷
副
実
行
委
員
長
の
挨
拶

で
開
会
し
、
議
長
団
に
三
木
連

合
徳
島
女
性
委
員
会
事
務
局
長

を
選
出
し
た
後
、
主
催
者
を
代

表
し
て
、
新
居
実
行
委
員
長
よ

り
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

危
険
と
隣
り
合
わ
せ
に
い
な
が

ら
、
懸
命
に
社
会
を
支
え
て
い

る
数
多
く
の
働
く
仲
間
が
い
る

こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。す
べ
て
の
働
く
仲
間

の
奮
闘
を
称
え
、
感
謝
の
気
持

ち
を
表
し
た
い
。そ
し
て
、私
た

ち
は
、社
会
に
は
び
こ
る
偏
見

　

２
０
２
１
春
季
生
活
闘
争
徳

島
県
共
闘
会
議
は
、
２
０
２
１

年
４
月
２
日
、
ふ
れ
あ
い
健
康

館
に
お
い
て
、
２
０
２
１
中
小

春
季
生
活
闘
争
勝
利
・
未
解
決

組
合
支
援
４
・
２
徳
島
総
決
起

集
会
を
規
模
縮
小
し
て
開
催

し
、
各
構
成
組
織
か
ら
約
６
０

人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
、
徳
島
県
中
小
労
働
対
策
本

部
原
田
議
長
か
ら
「
徳
島
県
内

の
中
小
企
業
で
働
く
多
く
の
仲

間
た
ち
の
た
め
に
も
、
先
行
す

る
大
手
組
合
の
闘
い
の
成
果
を

波
及
さ
せ
る
と
と
も
に
、
コ
ロ

ナ
禍
で
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
し
て
、
有
期
・
短
時

間
・
契
約
等
で
働
く
者
の
賃
金

を
『
働
き
の
価
値
に
見
合
っ
た

水
準
』
に
引
き
上
げ
る
た
め
に

も
全
力
で
闘
っ
て
い
く
」
と
挨

拶
。
続
い
て
、
新
居
共
闘
会
議

議
長
か
ら
は
「
春
季
生
活
闘
争

は
社
会
に
胸
を
張
っ
て
対
話
を

呼
び
か
け
る
こ
と
の
で
き
る
労

働
組
合
の
大
き
な
取
り
組
み
で

あ
る
。
今
月
か
ら
は
中
小
企
業

で
も
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
が

規
定
さ
れ
、
正
社
員
と
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
・
有
期
雇
用
労

働
者
の
間
の
不
合
理
な
待
遇
差

が
禁
止
さ
れ
る
。
ほ
か
に
も
、

女
性
活
躍
推
進
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
、
在
宅
勤
務
に
お
け
る

時
間
管
理
の
適
正
化
や
環
境
整

備
な
ど
、
労
使
で
乗
り
切
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
あ
る

が
、
働
く
仲
間
の
先
頭
と
な
り

組
織
一
丸
と
な
っ
て
闘
い
抜
こ

う
」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
、
田
村
民
間
大
手
部

会
部
会
長
か
ら
の
激
励
・
連
帯

挨
拶
の
後
、
島
共
闘
会
議
事
務

局
長
か
ら
２
０
２
１
年
度
春
季

生
活
闘
争
賃
上
げ
の
情
報
周
知

と
、
未
解
決
組
合
支
援
方
針
と

し
て「
す
べ
て
の
組
合
は
、定
期

昇
給
相
当
（
賃
金
カ
ー
ブ
維
持

相
当
）分（
２
％
）の
確
保
を
大

前
提
に
、産
業
の『
底
支
え
』『
格

差
是
正
』に
寄
与
す
る『
賃
金
水

準
追
求
』
の
取
り
組
み
を
強
化

し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
に

お
け
る
最
大
限
の『
底
上
げ
』に

取
り
組
む
こ
と
で
、
２
％
程
度

の
賃
上
げ
を
実
現
し
、
感
染
症

対
策
と
経
済
の
自
律
的
成
長
の

両
立
を
め
ざ
す
」と
提
案
。

　

官
公
労
部
会
か
ら
（
大
谷
公

務
労
協
議
長
）、地
場
中
小
労
組

か
ら
Ｊ
Ａ
Ｍ（
原
Ｊ
Ａ
Ｍ
四
国

徳
島
地
区
協
議
会
事
務
局
長
）、

全
国
一
般
（
阿
部
徳
島
地
方
労

働
組
合
執
行
委
員
）、交
通
労
連

（
宮
本
徳
島
県
支
部
委
員
長
）、

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン（
恵
島
徳
島
県

支
部
次
長
）、
農
協
労
連（
山
田

執
行
委
員
長
）、
私
鉄
総
連（
松

本
徳
島
バ
ス
労
働
組
合
調
査
財

政
部
長
）
が
未
解
決
組
合
決
意

表
明
を
し
、
２
０
２
１
中
小
春

季
生
活
闘
争
ア
ピ
ー
ル
を
中
小

労
働
対
策
本
部
上
村
幹
事
が
読

み
上
げ
て
参
加
者
全
員
の
拍
手

で
採
決
。最
後
に
原
田
議
長
の

一
本
締
め
で
閉
会
し
た
。

や
差
別
、
誹
謗
・
中
傷
に
毅
然

と
立
ち
向
か
い
、
多
様
性
を
認

め
合
い
、
活
か
し
合
う
社
会
づ

く
り
を
力
強
く
進
め
て
行
く
。

こ
の
思
い
を
、
す
べ
て
の
メ
ー

デ
ー
参
加
者
と
と
も
に
確
認
し

合
い
、発
信
で
き
れ
ば
と
思
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
と
し
て
労
働

福
祉
団
体
を
代
表
し
て
四
国
労

働
金
庫
徳
島
営
業
本
部
森
本
本

部
長
、
連
合
徳
島
議
員
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
代
表
し
て
庄
野
県
議
、

第
49
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お

い
て
徳
島
２
区
か
ら
立
憲
民
主

党
公
認
で
立
候
補
予
定
の
中
野

北
島
町
議
か
ら
、
挨
拶
を
受
け

た
。

　

そ
の
後
、
渡
邊
副
実
行
委
員

長
か
ら
の
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

２
０
２
１
年
５
月
９
日
告
示
日
を
迎
え
た

吉
野
川
市
議
会
議
員
通
常
選
挙
に
お
い

て
、
連
合
徳
島
推
薦
の
阿
佐
勝
彦
氏（
Ｊ

Ｐ
労
組
出
身
）が
当
選（
無
投
票
）を
果
た

し
た
。ご
支
援
・
ご
協
力
に
感
謝
！

披
露
の
後
、①「
２
０
２
１
中
小

春
季
生
活
闘
争
未
解
決
組
合
を

支
援
す
る
特
別
決
議
」②「
良
質

な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
確
立
を
求

め
る
特
別
決
議
」と「
メ
ー
デ
ー

宣
言（
案
）」が
提
案
さ
れ
、全
体

の
拍
手
で
採
択
さ
れ
た
。

　

岡
連
合
徳
島
副
会
長
の
閉
会

挨
拶
の
後
、
新
居
実
行
委
員
長

に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
三

唱
し
、
第
92
回
徳
島
中
央
メ
ー

デ
ー
を
終
了
し
た
。
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０
１
２
０
ー
１
５
４
ー
０
５
２

賃上げの波及力を高め
春闘未解決組合支援強化を
賃上げの波及力を高め
春闘未解決組合支援強化を

労働組合と政治活動について
説明する新居会長

可処分所得向上に関する知識を
解説する金泉次長

各単組から延べ８７人が参加

県民にアピールを行う弁士ら

横断幕・アピールボードで県民に周知

ハラスメント防止策を講演する
久米弁護士

─中小春闘キャンペーン─

知
識
向
上
を
め
ざ
し
、課
題
の
解
決
に

第
１
期
労
働
関
係
セ
ミ
ナ
ー（
計
５
回
）開
催

第49回衆議院議員総選挙（徳島県第2区）候補者

中野まゆみ（立憲民主党）を推薦
連合徳島

フリーダイヤル

◆
相
談
無
料
◆
秘
密
厳
守
◆
携
帯
・
ス
マ
ホ
OK

い
こ
う
よ
　
　 

れ
ん
ご
う
に

　　　　　　　　　　
「うれしい」を創る
1. 食の安全と安心を創ります。
2. これからの時代に合った
　　　　　学習指導体制を創ります。
3. 環境対策が地方創生につながる
　　　　　仕組みを創ります。
4. 働くことを軸とする安心社会を創ります。

「おかしい」を正す
1. 不透明な政治を正します。
2. 一次産業を持続可能な産業へと正します。
3. 過度な教育現場の負担を正します。
4. 貧困や虐待、人権侵害の連鎖を正します。

立憲民主党徳島県第２区総支部長
中野 まゆみ

　

徳
島
県
中
小
労
働
対
策
本
部

は
、２
０
２
１
年
４
月
24
日
に

徳
島
市
内
ふ
れ
あ
い
健
康
館
で

第
１
期
労
働
関
係
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
た
。雇
用
の
不
安
定
、賃

金
格
差
拡
大
な
ど
、中
小
労
働

者
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳

し
さ
が
増
し
て
い
る
。本
セ
ミ

ナ
ー
は
組
合
員
の
知
識
向
上
を

め
ざ
し
、課
題
の
解
決
に
向
け

理
論
武
装
に
取
り
組
む
一
環
と

し
て
開
催
し
た
。

　

岡
幹
事
が
司
会
を
務
め
、冒

頭
、主
催
者
を
代
表
し
て
清
田

副
議
長
か
ら「
コ
ロ
ナ
感
染
状

況
を
踏
ま
え
、縮
小
開
催
に
な

る
が
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い

て
知
る
こ
と
か
ら
分
か
る
こ
と

へ
、そ
し
て
理
解
で
き
る
よ
う

努
め
て
頂
き
た
い
」と
挨
拶
。

　

第
１
講
座
で
は
、あ
わ
共
同

法
律
事
務
所
久
米
弁
護
士
か
ら

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
策
を
学

ぶ
〜
労
働
組
合
が
チ
ェ
ッ
ク
機

能
を
〜
」を
題
と
し
て
、職
場
に

お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
関
係
指

針
を
踏
ま
え
た
労
働
組
合
に
お

け
る
対
応
と
留
意
点
に
つ
い
て

具
体
的
な
内
容
や
実
務
上
の
ポ

イ
ン
ト
を
詳
説
。ま
た
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
現
状
及
び
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
法
的
な
問
題
、裁
判
例

を
説
明
。ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
発

生
時
の
対
応
と
し
て
、一
人
で

悩
ま
ず
、誰
か
に
或
い
は
弁
護

士
に
相
談
し
て
み
る
方
法
を
勧

め
る
ほ
か
、事
実
関
係
を
裏
づ

け
る
証
拠
が
必
要
と
な
る
こ
と

を
述
べ
た
。最
後
に
、ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
は
会
社
と
個
人
に
と
っ
て

ロ
ス
が
あ
り
、し
っ
か
り
本
質

を
見
極
め
て
、労
働
組
合
は
改

善
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
な
い
働
き
や
す
い

職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
頂

き
た
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

第
２
講
座
で
は
、連
合
徳
島

　

連
合
徳
島
は
、
２
０
２
１
年

４
月
５
日
、Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
前
で
、

「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援

団
！
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」駅
前
街
宣
と
し
て「
２
０
２

１
春
季
生
活
闘
争
」「
ワ
ー
ク
ル

ー
ル
」
と
公
務
労
協
サ
ー
ビ
ス

に
よ
る
「
２
０
２
１
年
良
質
な

公
共
サ
ー
ビ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」と
し
て「
公
共
サ
ー
ビ
ス
に

も
っ
と
投
資
を
！
」
の
合
同
街

宣
行
動
を
行
い
、
各
構
成
組
織

等
か
ら
30
人
が
参
加
し
て
街
頭

宣
伝
と
プ
ラ
カ
ー
ド
に
よ
る
周

知
活
動
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
連
合
徳
島
新
居
会
長

か
ら
、「
２
０
２
１
春
季
生
活
闘

争
勝
利
・
未
解
決
組
合
支
援
４
・

２
徳
島
総
決
起
集
会
」
で
の
春

闘
支
援
強
化
に
向
け
た
方
針
と

「
連
合
２
０
２
１
春
闘
第
２
回 

回
答
集
計
」
の
説
明
の
あ
と
、

「
す
べ
て
の
労
働
者
が
安
心
し

て
い
き
い
き
と
働
け
る
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
、
持
続
可
能
な

経
済
成
長
を
し
て
い
く
た
め
に

も
、
安
定
し
た
雇
用
と
賃
金
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
構
築
し

て
い
く
。そ
の
た
め
に
は
格
差

是
正
や
賃
金
の
底
上
げ
が
必
要

だ
！
と
い
う
こ
と
を
連
合
総
体

と
し
て
社
会
に
訴
え
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
く
」と
訴
え
た
。

　

続
い
て
、
連
合
徳
島
官
公
労

部
会
・
大
谷
公
務
労
協
議
長
、

四
国
労
働
金
庫
・
森
本
徳
島
営

業
本
部
長
、
立
憲
民
主
党
徳
島

県
総
支
部
連
合
会
・
庄
野
代
表

に
登
壇
い
た
だ
き
、「
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
働
く

新
居
会
長
か
ら「
労
働
組
合
の

た
め
の
政
治
活
動
と
選
挙
運

動
」に
つ
い
て
、公
職
選
挙
法
と

政
治
資
金
規
正
法
に
つ
い
て
講

演
し
た
。毎
日
の
暮
ら
し
と
政

治
の
関
り
を
は
じ
め
、労
働
組

合
の
政
治
活
動
や
連
合
と
立
憲

民
主
党
の“

共
有
す
る「
理
念
」”

な
ど
を
解
説
。最
後
に
、今
年
施

行
さ
れ
る
第
49
回
衆
議
院
議
員

選
挙
の
意
義
・
目
的
と
課
題
を

説
明
し
た
。参
加
者
は
選
挙
活

動
時
に
は
労
働
組
合
の
求
心
力

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
再
認
識

す
る
と
と
も
に
、候
補
者
の
必

勝
に
向
け
、組
織
の
総
力
を
挙

げ
て
闘
う
こ
と
を
決
意
し
た
。

　

閉
会
挨
拶
は
原
副
議
長
が

「
学
ん
だ
内
容
を
組
合
活
動
に

活
か
し
て
ほ
し
い
」
と
締
め
く

く
っ
た
。

　

２
０
２
１
年
５
月
21
日
、徳

島
県
労
働
福
祉
会
館
５
０
２
会

議
室
に
て
、徳
島
県
中
小
労
働

対
策
本
部
は
、コ
ロ
ナ
感
染
予

防
対
策
の
上
で「
第
１
期
労
働

関
係
セ
ミ
ナ
ー
」第
３
講
座
を

開
催
し
、各
構
成
組
織
等
か
ら

公
共
サ
ー
ビ
ス
へ
の
投
資
」「
労

働
金
庫
の
新
サ
ー
ビ
ス
の
紹

介
」「
立
憲
民
主
党
の
取
り
組

み
」に
つ
い
て
訴
え
た
。

25
名
が
受
講
し
た
。

　

講
演
に
は
、四
国
労
働
金
庫

徳
島
支
店 

金
泉
大
輔
次
長
を

講
師
に「
こ
れ
か
ら
先
を
考
え

る
！？
〜
可
処
分
所
得
向
上
編

〜
」と
し
て
、保
険
内
容
・
通
信

費
・
ロ
ー
ン
の
借
り
入
れ
と
返

済
の
仕
方
等
を
書
き
出
し
て
支

出
金
額
を
把
握
し
、内
容
を
見

直
し
改
善
す
る
こ
と
で
可
処
分

所
得
の
向
上
に
つ
な
が
る
手
段

を
解
説
し
た
。ま
た
、増
え
た
可

処
分
所
得
の
活
用
法
と
し
て
、

老
後
２
人
以
上
の
家
計
収
支
が

公
的
年
金
だ
け
で
生
活
し
た
と

し
て
も
、そ
れ
以
外
に
２
，０
０

０
万
円
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、老
後
の
資
産
形
成
の
た
め

に
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
を
活
用
す
る
こ

と
で
収
入
の
悪
化
を
防
ぐ
と
と

も
に
税
制
メ
リ
ッ
ト（
所
得
控

除
）に
も
な
る
と
説
明
が
さ
れ

た
。他
に
も
、Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
よ
る

預
貯
金
以
外
の
運
用
方
法
に
つ

い
て
も
説
明
が
さ
れ
、今
後
の

生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
直
す

こ
と
が
出
来
た
講
座
と
な
っ
た
。
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